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院長としての最初の仕事が、まさか未知のウイルスと
の闘いになろうとは思ってもいませんでした。広島大学
副学長を退任し、細谷前院長からバトンを受け取った
のが４月１日。コロナが日に日に勢いを増していく中で、
対応に追われる職員たちはまだ私の名前も顔も覚えて
いません。その状況下でどう指揮を執るべきかを考え
ました。就任後に私がまず行ったのは、職員全員へメー
ルを発信すること。自己紹介とともに、みんなで情報を
共有していこうというメッセージを伝えました。大きな
難局を乗り越えるためには、医師や看護師、その他のメ
ディカルスタッフなど全ての職員が心を一つにし、同じ
方向を向く必要があります。何のために、誰のために中
央市民病院があるのかをみんなで考え、理解し、共有
することで、徐々に団結力が深まっていったと思います。

着任９日後には１例目の院内感染が判明し、混乱
と動揺が広がりました。一番突いてほしくない部分を
瞬時に攻めてくるのが新型コロナウイルスの恐ろしい
ところであり、院内感染はその最たるものです。神戸市
唯一の第一種感染症指定医療機関として、日頃から
感染管理と対策に取り組んできた当院は、重要な局
面を迎えました。苦しい日々が続く中で、院長としての
ミッションは２つ。１つは神戸市民の命を守ること。も
う１つは病院で働く人たちの命を守ることです。ところ
が新型コロナウイルスへの対応においては、この２つ
は対極にありました。職員の健康を守りながら、最大
限に市民の期待に応えるため、最善の選択が何かを
常に考えていました。「断らない救急」を掲げる当院が
３次救急を止め、手術や外来を停止したことは苦渋
の決断でした。
また、職員が恐怖心に襲われ、職場である病院に行

くことが嫌だと思ってしまったらどうしようもありませ
ん。心のケアに努めるために大事にしたのは、やはり
正しい情報の公開と共有でした。手探りの中で、我々
ができる最善のことをやったつもりですが、まだまだと
いう声もあります。これからもしばらく続くであろうコロ
ナとの闘いに対し、先の経験を生かして早めに備える
ことが我々の使命だと考えています。

I N T E RV I EW- インタビュー 神戸医療産業都市の企業・団体の関係者にKBIC Pressが独占インタビュー。

KBIC Pres s
木原 康樹 神戸市立医療センター中央市民病院

院長

K i ha r a  Ya s u k i

今春、神戸市立医療センター中央市民病院の院長に就任したばかりの木原康樹先生。新
しいステージでの活躍が期待された矢先、新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化。誰も
経験したことがない未曽有の危機の中、指揮官としての冷静な采配に注目が集まりました。
次々に襲ってくる難局にどのように立ち向かっていったのか。その経験の先に見えたことな
どについてお話をうかがいました。

着任後初の一斉メールに込めた
一致団結への強い思い

市民の期待に応え、職員の健康を守る
迫られた2つの命題

コロナ収束に向け
神戸の力を一つに
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時をさかのぼると、私と神戸との出合いは15年前。
神戸市立中央市民病院で３年間、循環器内科部長
として勤務しました。忙しい毎日の中で、癒やしといえ
ば、仕事後に眺める神戸の夜景。その美しさに心を奪
われたものです。
私は広島で生まれ、産婦人科の開業医だった父の
背中を見て育ち、医師を志しました。京都大学医学
部に進学しましたが、大学の医局には進まず、奈良の
天理よろづ相談所病院で研修医時代を過ごします。
そこで尊敬すべき循環器内科の医師と出会い、循環
器専門医になろうと決心しました。天理よろづ相談所
では多くの経験を積ませてもらいましたが、その後は
紆余曲折。自分の思った通りに運ばない人生をギク
シャクしながら、しかし、転換期には使命を感じなが
ら歩んできました。今、再び神戸に縁をいただき、コロ
ナ感染が深刻化する大事なタイミングで院長に就任
したのも、私の運命だったのでしょう。

最後に、我々がより市民のみなさんのお役に立つ
ためにお願いがあります。ぜひ身近にかかりつけ医を
持ってください。日々の健康は自分で維持しながら、
困ったときはまず信頼できるかかりつけ医に相談して
いただく。
それでも解決できないときは、迷わず、当院を頼っ
てください。

今秋の稼働を目指し、現在、当院の敷地内にコロ
ナ重症患者専用の臨時病棟を建設中です。今後、一
層大事になるのは、地域の医療機関との連携。コロナ
患者をみるベテラン看護師の人員確保、回復期に
入った患者を受け入れる機関など、地域の医療機関
全体で支えるシステムの構築が必要です。全てが
整って初めて「最後の砦」としての当院の機能が生き
てくるのだと思います。
コロナ収束後は、病院の質がさらに問われる時代
になります。治療だけでなく、臨床経験を研究に発展
させ、橋渡し研究で新たな英知を生むことが求めら
れるでしょう。当院は前院長の時代から臨床研究や
治験に注力してきた実績があります。私も広島大学で
は橋渡し研究を推進するために努力していました。そ
の経験を神戸でも生かせるのは嬉しいこと。ポートア
イランドの神戸医療産業都市には次世代を担う企業
や人材が集約され、フィールドは整っています。今後
は企業との関係を強化したり、研究の方向性を決定
付けたりすることが、私の大きな役目になると感じて
います。

神戸市立医療センター中央市
民病院は、768床の病床、32の診
療科を有する神戸市域の基幹病
院です。
1924年に神戸市長田区に開院
した「市立神戸診療所」に始まり、
1981年から、ポートアイランドに移
転しました。2011年に現在の場所
に新築移転し、神戸市の基幹病
院として、地域住民の生命と健康
を守ることを目的に、患者中心の
質の高い医療を提供しています。
神戸市唯一の感染症指定医療
機関として、新型コロナウイルス
患者を受け入れた経験を踏まえ、
病院敷地内にコロナ重症患者専
用の臨時病棟（全36床・10月稼働
予定）を建設することを発表。企
業や大学と連携して、新型コロナ
ウイルスの治療や検査に関する
研究にも着手しています。
24時間365日、市民の生命と健
康を守る「最後の砦」として、地
域医療機関との連携を強め、救
急医療の充実、高度医療の提供、
そして患者にやさしい医療の提供
を継続しています。

順風満帆とはいかなかった
循環器専門医としての道

コロナ収束後は橋渡し研究や医工連携を強化
病院の質向上を目指す

http://chuo.kcho.jp/

神戸市立医療センター
中央市民病院
Kobe City Medical Center
General Hospital
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「京」の後継機として登場したスーパーコンピュータ
「富岳」。スパコンの世界ランキングの4部門で世界１位を
獲得しました。この「富岳」をはじめ、日本には世界有数
の先進的スーパーコンピュータやストレージ※がいくつか
あり、国立研究開発法人や国立大学に設置されています。
北は北海道から南は沖縄まで、国内15機関（2020年7
月時点）を高速ネットワークで結んだ革新的な計算環境
基盤（HPCI）を、多様なニーズに公平かつ効率的に利用
してもらうため、支援を行っているのが一般財団法人 高
度情報科学技術研究機構（RIST）神戸センターです。
2012年に設立されたRIST神戸センターの主な業務は、

「富岳」（これまでは「京」）を中核とするHPCIの「利用者
選定」「利用支援」「利用成果の普及」です。中立・公正な
立場で、公平かつ透明性を持って研究課題の募集や選
定を行うとともに、効果的かつ効率的な利用支援を行うこ
とで、世界トップクラスのスーパーコンピュータが幅広い
分野の研究者・技術者に有効に利用され、日本全体とし
て最大限の成果が創出されるよう、支援をしています。
利用者選定では、学術界・産業界から応募があった研

究課題を外部有識者で構成された選定委員会で厳正に
審査。高度な計算機を利用するにふさわしい研究内容かど
うかを判断しています。利用支援では、各スーパーコン
ピュータの個性を生かし、そのリソースを円滑に活用できる
よう利用者をサポート。プログラムの高速化等、利用時に生
じる諸問題に柔軟に対応しています。また、利用者向け・初
級者向けの講習会の開催も重要な業務の一つです。利用
成果についてはウェブサイト等で公開。広くスピーディに情
報提供を行うことで、HPCIの利用拡大につなげています。

※大容量データ等を保管する記憶装置。

今やスーパーコンピュータを使った研究は、地震や津
波、台風などの自然災害予測、創薬、ものづくりなど幅

広い分野に生かされています。RISTでは、日本が誇る計
算機資源を新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) 
対策にも活用してもらうため、関係機関の協力を得て、
今年４月よりCOVID-19研究課題の臨時募集を開始し
ました。現在は創薬関係の研究を中心に13課題が進
行しています(2020年6月時点)。2021年度から本格運
用予定の「富岳」も、先行運用として新型コロナウイル
ス感染症対策の研究利用をスタート。高い計算性能や
データ処理能力を用いて、飛沫拡散のシミュレーション
や治療薬開発への活用が進められています。
センター長を務める森雅博氏は、神戸医療産業都市に

神戸センターを置く利点を次のように話します。「富岳を
運用する理化学研究所が近隣にあり関係機関も集約さ
れ、各所と情報を共有していくうえで非常にメリットのある
場所。私たちは神戸市や兵庫県とも連携を取りながら、世
界に誇る最先端の計算機資源を日本のため、ひいては世
界のためになるよう生かしていきたいと思っています」
森センター長らは、使いやすさを重視し開発された

「富岳」の導入により、これまで以上に計算機利用の裾野
が広がるのではと期待。今後は産業界や海外からの利用
を拡大し、さらなるサービスの充実化を目指していきます。

私たちの通常業務は計算機利用者へのサービス
ですが、一般の人にも活動を身近に感じてもらえる
ような取り組みを行っています。市民のみなさんとの
交流を目的とした施設公開（本年度は未定）や、地
元の中高生向けに開催する「はじめてのプログラミ
ング講座」「スパコン体験塾」は好評。機会があれば
ぜひ参加してみてください。また、一般向けのHPCI
広報サイトも現在準備中です。こちらもお楽しみに。

森 雅博 氏
センター長

計算機資源の幅広い活用を求めて

海外や産業界での利用を促進

INTRODUCTION 神戸医療産業都市で活躍している企業・団体のご紹介。

「富岳」や全国の主要なスパコンの効率的な利用を支援

高度情報科学技術研究機構（RIST）
Research Organization for Information Science and Technology

拠点：神戸キメックセンタービル内神戸センター

一般財団法人
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2003年の創業以来、難病に苦しむ人々を救う新た
な薬の作製を目指してきたバイオベンチャー企業
「イーベック」。独自の技術による抗体医薬品の開発
に取り組んでいます。
抗体とは、血中や体液中に存在し、細菌やウイルス、が

ん細胞といった異物から体を守るために働くタンパク質
のこと。体の中に異物が入ると、攻撃し排除するために体
内でつくられます。そもそも人間に備わっているこの免疫
機能を人工的に活用する薬が抗体医薬品です。人間の
抗体によく似た構造の抗体を人工的につくり、体の中に
投与するので、細菌やウイルスを直接攻撃する一般的な
薬より高効能で副作用の少ない治療が期待できます。
しかし、抗体の作製技術は欧米の特許となっている
ことが多く、使用に多額のライセンス料が発生するた
め、高額な薬価が問題となっていました。そこでイー
ベックは、北海道大学遺伝子病制御研究所教授 高
田賢蔵氏が持つ「EBウイルスの知見」を活用し、同社
の優れた研究者の手によって、安価で安全な純国産
技術によるヒト抗体の開発・製造を実現しました。世
界的にも珍しいヒト末梢血由来完全ヒト抗体の作製
技術開発の成功です。現在は高活性抗体作製の工程
に特化し、製薬企業のパートナーとして活躍していま
す。ヒト末梢血由来完全ヒト抗体とは、ヒトの体内に天
然に存在するもので、免疫機能で厳選された５％未
満のリンパ球から得られる極めて安全性が高い抗体
です。独自技術により作製を効率化、加速化すること
が可能となり、国内外から注目を集めています。

札幌に本社を置くイーベックはさらなる飛躍を目指
し、2019年に神戸へと進出。神戸医療産業都市に神
戸ラボを新設し、今春より本格的に稼働を始めました。

人員が少なく資金力に欠けるバイオベンチャーが事
業化を推し進めるには、産業集積が何より大事だと話
すのは土井尚人代表取締役社長です。「創薬に必要
なさまざまな役割を分担できる企業や大学、優秀な
人材が集中化する環境は私たちにとって大変魅力的
です。その点において神戸医療産業都市は、ハード面
とソフト面が共に充実し、最先端の研究開発を行うに
は圧倒的に優位な地だと感じています」と、新天地で
の事業展開に意欲をにじませます。
マラリアなどの感染症を中心に複数の抗体開発を
手掛けてきた同社は、その技術力と経験を新型コロナ
ウイルスにも応用。神戸市立医療センター中央市民
病院などと連携し、検査用抗体や治療用抗ウイルス
抗体の作製に取り掛かりました。これらの抗体を用い、
安価で偽陽性、偽陰性が出ない抗原検査簡易キット
と治療薬の開発につなげたいと土井社長は考えてい
ます。「港のある街は感染症対策の強化が必須であり、
我々が神戸をベースに医療産業都市や関西圏の医
療関連機関と共同開発を進めるのは意義があること
と捉えています。新型コロナに怯える世界を神戸から
救うというミッションをぜひ実現させたいと思います」

神戸出身の私にとって、故郷での忘れられな
い記憶といえば阪神・淡路大震災です。多くの
人が亡くなったからこそ、多くの命を救う街に
したいとの思いで神戸医療産業都市がつくら
れたことを知った時、私もいつか関与しようと
胸に誓いました。神戸からイノベーションを起こ
し、難病に苦しむ人々を救うことによって、神戸
が世界から感謝される日を目指して頑張ります。

土井 尚人 氏
代表取締役社長

純国産技術によるヒト抗体で躍進

神戸発の新型コロナ治療薬に期待

独自の高度な抗体作製技術で感染症や難病に立ち向かう

株式会社イーベック
EVEC, Inc.

拠点：神戸国際ビジネスセンター（KIBC）内7 0 億 人の医療をこっそりささえる
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第1回目の今回は、「八十島プロシード株
式会社」の新本社工場（6月に神戸医療
産業都市に開設！）を訪問してきました。
八十島プロシードは樹脂の切削加工が主
力のものづくり企業です。３Ｄプリンター

を用いて、航空機や自動車部品のほか、手術器械や臓器モデ
ルなどの医療機器を製作しています。新本社の工場は５階建
てで、様々な種類の３Ｄプリンターが28台も！
久保支店長にご案内いただきました。

神戸医療産業都市推進機構
サイエンス・コミュニケーﾀー
井上

KBIC

Science Communicator

第1回 八十島プロシード株式会社
Yasojima Proceed Co., Ltd.

八十島プロシ
ード株式会社

神戸支店長 
久保様

３Dプリンターと言っても、
実はその製法や使う材料によって

様々な種類があります。目的によって最
適なプリンターを選び、使い分けていただ
くため、それぞれの特徴を知っていただく
ことがとても重要です。3D造形から仕上
げ加工まで、医療を含む様々な分野
へ提供をしています！

場内はとてもクリーンで、いずれはロボットも導入して製品

の搬入搬出も自動化するということです。初めて見る大型の

３Dプリンターの迫力と性能を知れただけでなく、新製品が

生まれるワクワク感を感じることができる訪問でした！

Yasojima Proceed

３Dプリンタ
ーで製作され

た
肝臓モデル

久保支店長
ありがとうございました！

神戸医療産業
都市

って

どんなところ？

市民の皆さまに

わかりやすく

ご紹介します♪

COLUMN

新コーナー
！

神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。

新型コロナウイルス対応として遠隔ICUを導入

国産初となる手術支援ロボットが神戸医療産業都市から登場
します！ ロボットを使った外科手術は患者さんの体の負担が少
なく、国内でも多くの病院で行われていますが、これまで国産ロ
ボットの販売はありませんでした。
新たな製品の名称は「hinotori」。日本を代表する漫画家で、医
師免許を持つ手塚治虫先生が、生涯を通じて描き続けた名著
「火の鳥」より採用されています。

神戸医療産業都市では、新型コロナウイルスの検査、治療体制
の構築のために様々な取り組みが進められています。このたび、
自治体が民間の医療機関に対して遠隔ＩＣＵの導入を支援す
る国内初の取り組みも始まりました。神戸市が株式会社T-ICU
および神戸中央市民病院と連携して市内の医療機関に遠隔
ICUを導入。集中治療専門医が遠隔地からネットワークを通じ
て、感染症患者へ適切な医療を提供、市内の医療提供体制の
充実を図るものです。

国産初！神戸医療産業都市進出企業 株式会社メディカロイドが
手術支援ロボットシステムの製造販売承認を取得

http://www.medicaroid.com/release/
pdf/20200811-1_ja.pdf

詳細はこちらから▶

神戸医療産
業都市

TO P I C S .1TO P I C S .1

https://www.fbri-kobe.org/kbic/covid-19

このほか、神戸医療産業都市の
新型コロナウイルスへの取組みはこちらから▶

神戸医療産
業都市

TO P I C S . 2TO P I C S . 2
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QUIZ

WEB開催ならではの
楽しいコンテンツが
盛りだくさん！！

神戸医療産業都市

WEBで
待ってる

もめ～

検索神戸医療産業都市 一般公開
https://www.fbri-kobe.org/kbic/ippankoukai/

on the WEB2020

10.31 土

10:00からAM
こちらで公開！！

神戸医療産業都市推進機構、神戸市、理化学研究所、
甲南大学フロンティアサイエンス学部、兵庫県立大学神戸情報科学キャンパス、
神戸大学、計算科学振興財団、高度情報科学技術研究機構

参加団体

毎年恒例の「神戸医療産業都市 一般公開」、今年はWEBで開催いたします!!
世界一のスーパーコンピュータ「富岳」のバーチャルツアーをはじめ、
神戸医療産業都市で行われている最新の研究や医療について学べる・遊べる！
多数のコンテンツをご用意しております。
「新型コロナウイルス」に関するセミナーなども実施します。

毎年人気の「スパコンセミナー」も、今年は「一般公開 on the WEB」にて同時開催！

※今年は現地での開催は
いたしません！

オリジナルグッズを集めた豪華なプレゼントがもらえるよ！
にチャレンジすると、各団体のイベントラリー 抽選

300名

神戸医療産業都市一日特別研究員
（中央区マスコットキャラクター「かもめん」）

※開催内容は変更となる可能性がございます

クイズ
ライブ授業

バーチャルツアーWEB講演会

パズルゲーム
などなど···

お問い
合わせ

神戸市事業・イベント案内センター

TEL:078-333-3372（         ）年中無休
8：00～21：00
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https://www.fbri-kobe.org/kbic/
神戸医療産業都市ポータルサイト

阪神・淡路大震災からの復興プロジェクトとして1998年にスタート。

新たな治療薬や医療機器の開発、今まで治せなかった病気の治療法の研究など、

市民の皆さまへ最先端の医療を届けるための取り組みが進められています。

神戸医療産業都市について。

『研究機関』『高度専門医療機関』『企業・団体』がひとつに集まることで、
新しく革新的な技術を生み出しやすくなる。

①基礎研究→②技術開発→③有用性・安全性の確認→④産業化（臨床
応用）へと進む工程を一体的に取り組むことができ、効率的･効果的に
医療としての実用化につなげられる。

といった大きなメリットがあるのです。

雇用の確保と
神戸経済の
活性化

市民の健康
・

福祉の向上

アジア諸国の
医療技術向上
への貢献

たくさん
集まる
ことで…

現在の
医療関連企業・団体の
集積数は…

※2020年8月末現在

※369 社／
団体

Foundation for Biomedical Research and Innovation at Kobe
2-2, Minatojima Minamimachi,Chuo-ku, Kobe City 650-0047

〒650-0047　神戸市中央区港島南町2丁目2番 先端医療センター内公益財団法人
神戸医療産業都市推進機構

お問い
合わせ

クラスター推進センター　都市運営・広報課
TEL 078-306-2231　FAX  078-306-0752




